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材料構 造 にソ フ トウ ェ アを実 現 す る こ とは未踏 の チ ャレンジ で あ る。
イン テ リジ ェン トマ テ リアル は環境 適 応 型材 料 、 セン サ機能 と アク チ ュエー タ機 能 を併
せ もつ機 能材 料 、或 は非線 形 型応 答 す る材 料な どと表現 され る。 これ らは インテ リジ ェン
トマ テ リアル が内 包す るソ フ トウ ェア の特 徴 を強 調 した もの で あ る。 イン テ リジ ェンス と
い う表 現 は生 体 に由来 す る。 インテ リジ ェン トマ デ リアル の発 想 は生 体 と密 接 に 関連 す る。
機能 細胞 群,特 に神経 細 胞 系 こそ イン テ リジ ェン スの極致 で あ る。個 々の神 経 細 胞 は超
LSiを超 え るイン テ リジ ェン ト素 子 で あ り、バ イオ素子 の ターゲ ッ トとな って い る。 神 経
細 胞以 外 に も数 多 くの細 胞 が インテ リジ ェ ン トマテ リアル の格 好 の モデ ル とな る。
分子 レベ ル の モデ ル と して リセ プ ター を挙 げ るこ とがで きる。例 えば 、細胞 膜 に埋め 込
まれ た イン シ ュ リンホル モ ン の リセプ ター は、2つ の部 分 に分 割 さ れ る蛋 白質 で あ る。 細
胞外 に顔 を出 した部分 は、 インシ ュ リンを識別 し、結 合 す る。 この と きの 変化 は蛋 臼分 子
内 を伝播 し、 細胞 内側 に突 き出 した蛋 白部分 に伝 え られ る。 この情 報 に よ って 、 この部 分
の酵素 活 性 が活 性 化 され る。一種 の ス イ ッチ機 能 で あ る。
セ ンサ機 能 を もつ材 料 の研 究 開発 は、精 力 的 に行 なわ れ、 数 多 くの情 報変 換 機 能 を もつ
セ ンサ が開 発 されて い る。生 体系 で は 、 セ ンサ機能 と アク チ ュエYタ 機 能 が連 動 して い る
場合 が多 い。分 子 機械 の代 表 例 で もあ るバ クテ リアの 鞭 毛モ ー ター も、 セン サ機能 に連動
してい る。 バ ク テ リアの一 端 で光 や 、 化学 物質 な どの 刺激 を受容 す ると、 この 情報 は処理
さ れ、伝 播 して鞭 毛 モー ター を駆 動 す る。膵臓 の β細 胞 の表 面 に はグル コー スセ ン シ ング
機 能 が あ り、 この 情報 に基 づ き細 胞 内 に貯 留 され て い る インシ ュ リンが放 出 され る。 これ
ら生体 系 の モデ ル は数 多 くの ヒン トを 示唆 し、 新 しい インテ リジ ェン ト材 料 の 創製 の トリ
ガ ー とな る。
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遺 伝 子操 作 技術 が発 達 した ため 、DNAの構 造 の一・部 を変 換 して人 為 的 に変 異 を 起 さ せ る
こ とが で き る よ うにな っ た。従 って 、特定 の蛋 白質 の ア ミノ酸 配列 を一 部 変 化 させ るこ と
が で き る。新 しい蛋 白質 の設 計 に 向 けて 、 あ る特 定 の蛋 白質 の 一部 を改 造 して は活性 の 変
化 や高次 構 造 の変 化 を追 求 して 、 その 蛋 白質 の構 造 一活 性相 関 を探 る研 究 が 行 なわ れて い
る 。 そ の 一 つ の 例 と して 、 プ ロテ アーゼ ・イン ヒビ ター-SSの部分 改変 の研究 につ いて述
べ た。 また、 純粋 な蛋 白質 の大量 生 産 に 向 けて生 体外 蛋 白質 合 成系 を作 る こ とを 目指 して
い るが 、 これ に つ いて も触 れ た。
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